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商品番号　０１－０２－０９２

適応車種　ＸＬＲ１２５Ｒ

車体番号　ＪＤ１６－１０００００１～

ＸＬＲ１２５Ｒ ボアアップ（１７４㏄）キット  取扱説明書

・このたびは、TAKEGAWA商品をお買い上げ戴きましてありがとうございます。使用の際には下記事項を遵守頂きますようお願いいたします。

・取り付け前には、必ずキット内容をお確かめ下さい。万一お気付きの点がございましたら、お買い上げ頂いた販売店にご相談下さい。

☆ご使用前に必ずお読み下さい☆
◎取扱説明書に書かれている指示を無視した使用により事故や損害が発生した場合、当社は賠償の責を一切負いかねます。

◎この製品を取り付けるには、ノーマルシリンダーのスリーブ打ち替え加工が必要となります。加工は内燃機専門店、または最寄りのバイクショップおよ

　び当社にご相談下さい。

◎この製品を取り付け、小型自動２輪免許、原付２種登録のまま一般公道を走行されると違反となり、運転者ご本人が罰せられる対象となります。一般公

　道を走行される場合は、普通自動２輪以上の免許を取得し、必ず陸運局で中型２輪の登録を行い、強制賠償保険の排気量アップの申請を行って下さい。

◎この製品を取り付け使用し、当社製品以外の部品に不具合が発生しても当社製品以外の部品の保証は、どの様な事柄でも一切負いかねます。

◎商品を加工等された場合は、保証の対象にはなりません。

◎他社製品との組み合わせのお問い合わせはご遠慮下さい。

◎当製品は、上記適応車種、フレーム号機の車両専用品です。他の車両には取り付けできませんので御注意下さい。

◎当製品の取り付けには、エンジン脱着等の作業が必要になります。上記適応車種にあったホンダ純正サービスマニュアルを参照し、確実に作業を行って

　下さい。

◎取り付けの際には、下記記述の工具等を準備し、取付け要領に従って十分注意して作業を行って下さい。尚、この取扱説明書やホンダ純正サービスマニュ

　アルは基本的な技能や知識を持った方を対象としております。取り付け等の経験の無い方、工具等の準備が不十分な方は、技術的信用のある専門店へご

　依頼されることをお勧め致します。

◎ボルト、ナット、ノックピン、パッキン等の一部は再使用しますが、摩耗、損傷、劣化が激しいものは再使用せず、必ず新品のものをご使用下さい。

◎燃料は必ず無鉛ハイオクタン価ガソリンをご使用下さい。

注意  この表示を無視した取り扱いをすると人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的傷害の発生が想定される内容を示しています。

　
・一般公道では、法的速度を守り遵法運転を心掛けて下さい。

　（法定速度を越える速度で走行した場合、運転者は道路交通法、速度超過違反で罰せられます。）

・作業を行う際は、必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に行って下さい。

　（火傷の原因となります。）

・作業を行う際は、その作業に適した工具を用意して行って下さい。

 （部品の破損、ケガの原因となります。）　

・規定トルクは、必ずトルクレンチを使用し、確実に作業を行って下さい。

　（ボルトおよびナットの破損、脱落の原因となります。）

・製品およびフレームには、エッジや突起がある場合があります。作業時は、手を保護して作業を行って下さい。

　（ケガの原因となります。）

・走行前は、必ず各部を点検し、ネジ部等の緩みが無いかを確認し緩みが有れば規定トルクで確実に増し締めを行って下さい。

　（部品の脱落の原因となります。）

・ガスケット、パッキン類は、必ず新品部品を使用して下さい。また、再使用する部品については、よく点検し摩耗や損傷がある場合は、必ず新品部品　

　と交換して下さい。

警告　この表示を無視した取り扱いをすると人が死亡したり、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

　
・エンジンを始動させるときは、必ず換気の良い場所で行って下さい。密閉した様な場所では、エンジンを始動させないで下さい。

　（一酸化炭素中毒になる恐れがあります。）

・走行中、異常が発生した場合は、直ちに車両を安全な場所に停止させ、走行を中止して下さい。

　（事故につながる恐れがあります。）

・作業を行う際は、水平な場所で車両を確実に安定させ、安全に作業を行って下さい。

　（作業中に車両が倒れてケガをする恐れがあります。）

・点検、整備は、取扱説明書又は、サービスマニュアル等の点検方法、要領を守り、正しく行って下さい。

　（不適当な点検整備は、事故につながる恐れがあります。）

・点検、整備等を行った際、損傷部品が見つかれば、その部品を再使用する事は避け損傷部品の交換を行って下さい。

　（そのまま使用すると事故につながる恐れがあります。）

・ガソリンは、非常に引火しやすい為、一切の火気を避け燃えやすい物が回りに無い事を確認して下さい。又、気化したガソリンの滞留は、爆発等の

　危険性がある為、通気の良い場所で作業を行って下さい。

◎性能、デザイン、価格は予告無く変更されます。あらかじめ御了承下さい。

◎クレームについては、商品の材料および加工に欠陥があると認められた商品に対しては、商品お買い上げ後１ｹ月以内を限度として、修理又は、交換さ

　せて戴きます。正しい取り付け、使用方法など守られていない場合は、この限りではありません。

◎この取扱説明書は、本商品を破棄されるまで保管下さいますよう、お願い致します。
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特徴
　当商品は、排気量を１２４㏄→１７４㏄にアップ、圧縮比は９．２：１→約１１．５：１に、変更させるキットです。ノーマルのシリンダーヘッド

　を使用しますので、低価格で、手軽にパワーアップをお楽しみいただけます。

取り付けに使用する工具等
・８㎜、１０㎜、１２㎜ボックスレン                    　　　　

・８㎜ディープボックスレンチまたは８㎜Ｔ形レンチ

・ヘキサゴン５㎜ボックスレンチ（ロングタイプ）

・８㎜スパナ

・＋ドライバー大、中、小

・ラジオペンチ

・プラスチックハンマー

・スクレイパー

・ウエス

・針金または、ひも等

キット内容
① ピストン                               －１

② シリンダースリーブ                     －１

③ ピストンリングセット                   －１

④ ピストンピン                           －１

⑤ ピストンピンサークリップ               －２

⑥ シリンダーヘッドガスケット             －１

⑦ シリンダーガスケット                   －１

⑧ パルスジェネレータベースガスケット     －１

⑨ テンショナーリフターガスケット　　　　 －１　

取　り　付　け　要　領
１．シリンダーおよびピストンの交換作業を行うにはエンジンを車体から取

　り外さなければなりません。エンジン脱着作業を行う際はメンテナンスス

　タンド等で車体を確実に安定させて下さい。

    　〇作業は必ず冷間時（エンジンおよびマフラーが冷えている時）に

　　　　行って下さい。
２．エンジンの取り外し

　ａ．サービスマニュアルを参考にして以下の部品、配線を取り外して下　

　　さい。

エキゾーストパイプ／マフラー

スキッドパイプ

シート

サイドカバー

フューエルタンク

スパークプラグキャップ

クラッチケーブル

スタータモータケーブル

スタータモータ

ＡＣジェネレーター３Ｐカプラー

パルスジェネレーター／ニュートラルスイッチ３Ｐカプラー

クランクケースブリーザーチューブ

キャブレター

ドライブスプロケット

チェンジペダル

　ｂ．エンジン下部にジャッキ等の適当な台を置き、エンジンを支えます。シ

　　リンダーヘッドハンガー、フロントエンジンハンガープレート、リアエン

　　ジンマウントのボルト／ナットを取り外し、エンジンを車体から取り外し

　　ます。

     　〇フレーム等に傷をつけないように注意して下さい。

３．シリンダーヘッド、シリンダー、ピストンの取り外し
　ａ．カムチェーンテンショナーの

　　シーリングスクリューを外し、

　　ストッパーを時計方向に回し

　　て、テンショナーロッド部を

　　ロックします。ソケットボルト

　　／シーリングワッシャを２本を

　　外し、カムチェーンテンショ

　　ナーとガスケットを取り外しま

　　す。

　ｂ．カムスプロケットカバーのボ

　　ルト２本を外し、カムスプロ

　　ケットカバーとガスケットを取

　　り外します。

　ｃ．クランクシャフトホール キャップとタイミングホールキャップを外し

　　ます。クランクシャフトを反時計方向に回し、フライホイールの“Ｔ”

　　マークをＬ．クランクケースの合わせマークに合わせて、 圧縮上死点で

　　あることを確認します。

　ｄ．シリンダーヘッドカバーのボル

　　トとナットを対角に２～３回に分

　　けてゆるめて取り外し、シーリン

　　グワッシャーとシリンダーヘッド

　　カバーを取り外します。

　ｅ．カムスプロケットからカム

　　チェーンを外し、カムシャフト

　　を取り外します。

     〇カムチェーンをクランク

　　　　ケース内に落とさないよう

　　　 に注意して下さい。カム

　　　　チェーンは針金等で吊って

　　　　おいて下さい。

　ｆ．オイルホールプラグ、ノックピン２個を取り外します。シリンダーヘッ

　　ドボルト／ワッシャーを外し、シリンダーヘッドを取り外します。

　ｇ．ガスケット、ノックピン２個、

　　カムチェーンガイドを取り外

　　し、シリンダーを取り外しま

　　す。

　ｈ．ガスケット、ノックピンを取り外します。

　ｉ . ピストンピンサークリップ

　　や、ゴミがクランクケース内に

　　落ちないようにクランクケース

　　開口部をウエス等でふさぎま

　　す。
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ｊ．ピストンピンサークリップ

　を取り外し、ピストンピンを

　抜き取って、ピストンを取り

　外します。

ｋ．クランクケース、シリンダー

　合わせ面に付着したガスケッ

　ト材をスクレイパー等できれ

　いにはがして下さい。

４．シリンダーの加工

 　ノーマルシリンダーのスリーブ部を削り落し、付属のシリンダースリーブ

　を圧入します。付属のピストンとのクリアランスが３／１００～４／１０

　０となるようにボーリング、ホーニングを行って下さい。

     〇加工は内燃機専門店、または最寄りのバイクショップおよび当社にご

　　　相談下さい。

５．ピストンとシリンダーの取り付け

 　ａ．付属のピストンに付属のピストンリングを取り付けます。トップリン

　　グおよびセカンドリングには“ＲＮ”の文字が入っています。共に文字

　　面を上面に向けて下さい。（下図参照）

     　〇ピストンを傷つけたり、ピストンリングを破損しないように注意し

　　　　て下さい。

　ｂ．ピストン頭部の“←”マークを、エキゾースト方向に向け、付属のピ

　　ストンピン、ピストンのピン穴、コネクティングロッドの小端部にエン

　　ジンオイルを塗布して、ピストンピンをさし、付属のピストンピンサー

　　クリップを取り付けます。ピストンピンサークリップの合い口はピスト

　　ンピン穴の切り欠き部を避けて下さい。

　ｃ．ピストンリングにエンジンオイルを塗布して、各リングが、滑らか回

　　転することを確認して下さい。ピストンリングの合い口は、ピストンピ

　　ン方向とその直角方向を避け、１２０度間隔にして下さい（上図参照）。

　ｄ．クランクケースとシリンダーの合わせ面をシンナー等で脱脂し、ノッ

　　クピンと付属のシリンダーベースガスケットを取り付けます。

　ｅ．シリンダー内面とピストン外

　　周面にエンジンオイルを塗布し

　　て、ピストンリングを指で圧縮

　　しながらシリンダーを取り付け

　　ます。

　ｆ．シリンダー上面をシンナー等

　　で脱脂し、カムチェーンガイ

　　ド、ノックピン２個、付属のシ

　　リンダーヘッドガスケットを取

　　り付けます。

６．シリンダーヘッドの取り付け

  ａ．シリンダーヘッドの合わせ面をシンナー等で脱脂し、シリンダーヘッド

　　を取り付けて、シリンダーヘッドボルト／ワッシャーを仮止めします。ベ

　　アリングにエンジンオイルを塗布し、カムシャフトに取り付けてあるカム

　　スプロケットの刻印線がシリンダーヘッドカバー合わせ面と平行かつカム

　　山が燃焼室側になるように取り付けて下さい。クランクシャフトを反時計

　　方向に回し、フライホイールの“Ｔ”マークをＬ．クランクケースの合わ

　　せマークに合っていて圧縮上死

　　点であることと、クランクのタ

　　イミングスプロケットにカムチ

　　ェーンがはまっていることを確

　　認し、カムスプロケットにカム

　　チェーンを取り付けます。カム

　　のオイル溜りにエンジンオイル

　　をいっぱいまで入れます。

　ｂ．オイルホールプラグ、ノック

　　ピン２個を確実に取り付け、シ

　　リンダーヘッドカバーのシリン

　　ダーヘッド合わせ面に液体パッ

　　キンを薄く塗布し、シリンダー

　　ヘッドに取り付けます。

　ｃ．シリンダーヘッドカバーナットのねじ部と座面にエンジンオイルを塗布

　　し、シーリングワッシャーと共に取り付けます。シリンダーヘッドカバー

　　ボルトを取り付けます。シリンダーヘッドカバーナットを先に規定トルク

　　２７Ｎ・m（２．８㎏ｆ・m）で、後にシリンダーヘッドカバーボルトを規

　　定トルク１２Ｎ・m（１．２㎏ｆ・m）で締め付けます。共に対角に２～３

　　回に分けて締め付けて下さい。仮止めしていたシリンダーヘッドソケット

　　ボルトを規定トルク １０Ｎ・m（１．０㎏ｆ・m）で締め付けます。

トップリング

１２０゜

１２０゜１２０゜

セカンドリング

エキスパンダー

サイドレール

２５ｍｍ ２５ｍｍ

ピストン

トップリング

セカンドリング

サイドレール

エキスパンダー

断面に注意
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　ｄ．クランクシャフトを反時計

　　方向に２回転さして、再度フ

　　ライホイールの“Ｔ”マーク

　　をＬ．クランクケースの合わ

　　せマークに合せたときにカム

　　スプロケットの刻印線がシリ

　　ンダーヘッド上面に平行であ

　　ることを確認して下さい。

　ｅ．クランクシャフトホール

　　キャップを規定トルク １５

　　Ｎ・m（１．５㎏ｆ・m）、タイ

　　ミングホールキャップを規定

　　トルク８Ｎ・m（０．８㎏ｆ・

　　m）で締め付けます。

　ｆ．カムチェーンテンショナーのストッパーを時計方向に回し、リフタ部が

　　ロックしていることを確認して下さい。カムチェーンテンショナに付属の

　　ガスケットを取り付けて、シリ

　　ンダーにボルト２本で規定トル

　　ク１０Ｎ・m（１．０㎏ｆ・m）

　　で締め付けます。カムチェーン

　　テンショナのストッパーを反時

　　計方向に回し、ロックを解除し

　　ます。カムチェーンテンショナ

　　のリフタスクリューを取り付け、

　　規定トルク４Ｎ・m（０．４㎏

　　ｆ・m）で締め付けます。

　ｇ．カムスプロケットカバーに付

　　属のカムスプロケットカバー

　　ベースガスケットを取り付け

　　て、カムスプロケットカバーを

　　シリンダーヘッドに取り付けま

　　す。ボルト２本を規定トルク

　　１０Ｎ・m（１．０㎏ｆ・m）で

　　締め付けます。

　　・リアアッパーエンジンマウントボルト／ナット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：４９Ｎ・m（５．０㎏ｆ・m）

　　・リアロアエンジンマウントボルト／ナット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   ：４９Ｎ・m（５．０㎏ｆ・m）

　　・フロントエンジンハンガープレートボルト／ナット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：３４Ｎ・m（３．５㎏ｆ・m）

　　・シリンダーヘッドハンガーボルト／ナット

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   ：３４Ｎ・m（３．５㎏ｆ・m）

　

　ｅ．クランクケースのＬ．クランクケースカバーをボルト２本で規定トルク

　　１０Ｎ・m（１．０㎏ｆ・m）で締め付けます。

　ｆ．チェンジペダルを取り付け、ボルトを規定トルク １０Ｎ・m（１．０

　　㎏ｆ・m）で締め付けます。

　ｇ．スパークプラグキャップ、クラッチケーブルをエンジンに取り付けま

　　す。ＡＣジェネレーター３Ｐカプラーパルスジェネレーター／ニュートラ

　　ルスイッチ３Ｐカプラーを接続します。

　ｈ．サービスマニュアルを参考にして以下の部品、配線を取り付けて下さ

　　い。
ＡＣジェネレーター３Ｐカプラー

パルスジェネレーター／ニュートラルスイッチ３Ｐカプラー

スタータモータ

スタータモータケーブル

スパークプラグキャップ

クラッチケーブル

クランクケースブリーザーチューブ

キャブレター

エキゾーストパイプ／マフラー

スキッドパイプ

サイドカバー

フューエルタンク

シート

８．エンジン始動

　ａ．各部を点検し、ネジやナット等の緩みが無いかを確認します。

　ｂ．エンジンオイルが規定量入っているか確認して下さい。

　ｃ．風通しが良く、安全な場所で十分注意してエンジンを始動して下さい。

　　エンジン内部にエンジンオイルがいきわたるまで約５分間、アイドリング

　　でおいておきます。

　ｄ．エンジンからの異音や、各ガスケット部からのオイルもれが無いか点検

　して下さい。

９．お願い

　ａ．排気量をアップしたにもかかわらず、小型自動２輪免許、原付２種登

　　録のまま一般公道を走行されると違反となります。一般公道を走行され

　　る場合は、普通自動２輪以上の免許を取得し、陸運局で中型２輪の登録

　　を行い、強制賠償保険の排気量アップの申請を行って下さい。

～当社へシリンダーの加工をご依頼される方へ～

　・住所、氏名、電話番号、車種、フレームナンバーを必ず明記の上、御

　　同封下さい。

　・送って頂く時の送料はお客様負担で、当社よりお客様への送料は当社

　　負担です。

  ・当社取扱車種に限らせて頂きます。

  ・当社へご依頼される前に必ず下記作業を行って下さい。指示通りに作業

　　が行われていない場合、未加工の上お客様負担で返送させていただく事

　　があります。

　・尚、シリンダー加工時に巣等が発見された場合、当社はその責任を負い

　　ません。

　　①スクレイパー等を用いてクランクケースおよびシリンダーヘッド合わ

　　　せ面のガスケットをきれいに取り除いて下さい。

　　②シリンダーの汚れや、油分をきれいに取り除いて下さい。

　　③輸送中の破損等の防止のためシリンダーとシリンダースリーブの周り

　　　をクッション性の良い物で覆ってから梱包して下さい。

７．エンジンの取り付け

　ａ．フレーム等に傷をつけないように注意してエンジンをフレーム内にセッ

　　トして、リアエンジンマウント、フロントエンジンハンガープレート、シ

　　リンダーヘッドハンガーのボルト／ナットを仮止めします。

　ｂ．ドライブチェーンを取り付けたドライブスプロケットを、カウンター

　　シャフトに差し込みます。差し込みにくい場合は、エンジンを軽く揺すり

　　ながら差し込んで下さい。

　ｃ．ドライブチェーンに適度なたるみを持たせたまま、仮り止めしたエン

　　ジンマウントボルト／ナットを下記の順に締め付けます。

　ｄ．ドライブスプロケットのフィキシングプレートを取り付け、２本のボル

　　トを規定トルク １２Ｎ・m（１．２㎏ｆ・m）で締め付けます。

〒５８４－００６９ 大阪府富田林市錦織東三丁目５番１６号

ＴＥＬ　　　　　　　　　　０７２１―２５―１３５７

ＦＡＸ　　　　　　　　　　０７２１－２４－５０５９
お問い合わせ専用ダイヤル　０７２１―２５―８８５７
ＵＲＬ　　　　　　　　　 http://www.takegawa.co.jp


